
教職員による自己評価の集計結果

１ 実 施 日 平成２８年１２月上旬
２ 回答者数 ５０名
３ 評価基準 ４→十分に達成 ３→おおむね達成

２→やや不十分 １→不十分
４ 評価点平均
№ 評 価 項 目 本年度 昨年度

１ 教育目標に沿った活動 ３.１４ ３．２１

２ 機能的な生徒指導態勢 ３.０４ ３．３１

３ 機能的な進路指導態勢 ３.１６ ３．２９

４ 機能的な保健・安全指導 ３.２２ ３．３１

５ 教材の精選や授業の工夫・改善 ３.２４ ３．４０

６ 宿題や課題の適切な質と量 ３.１４ ３．３３

７ 正確な授業開始 ３.４８ ３．５６

８ 私語や居眠り等への指導徹底 ３.４２ ３．５８

９ あいさつ・頭髪等への指導 ３.１８ ３．２３

１０ 十分な教育相談の実施 ３.１８ ３．０８

１１ 問題行動の未然防止・早期発見 ３.１０ ３．２７

１２ 奉仕活動・地域貢献への奨励 ２.７０ ２．７１

１３ 学年目標に即した指導 ３.１６ ３．１５

１４ 進路・学力検討会への積極的参加 ３.２０ ３．４６

１５ 進路関係情報の収集・提供 ３.０８ ３．０６

１６ 学習の記録・進路ノートの活用 ２.８８ ２．９８

１７ キャリア教育の推進 ３.０６ ２．９４

１８ 清掃指導の徹底 ３.３２ ３．３３

１９ 適切な交通安全指導 ３.２０ ３．３３

２０ 語り込みを通しての指導 ３.２０ ３．１２

【考察】
全２０項目のうち，わずかではあるが自己評価が－に振れたものが１６項目

となった。学習指導・進路指導・生徒指導等の広い領域において，生徒に対す
る指導や支援のあり方を見つめ直す時期にきていることの表れと受け止めてい
る。項目１０の「十分な教育相談の実施」・項目２０の「語り込みを通しての
指導」については，それぞれ＋０．１ポイント，＋０．０８ポイントと数値が
上昇している。今後とも生徒一人一人の進路実現の支援や，悩みや不安に寄り
添っていくよう，教育相談の充実に努めていきたい。



保護者アンケートの集計結果

１ 目 的 学校活性化に向けた改善に資するため
２ 実施時期 平成２８年１２月１２日（月）～１２月２０日（火）
３ 調査対象 １・２年生の保護者
４ 調査方法 抽出（各学年２クラス 計４クラス １４２名）
５ 回 答 率 ９３％
６ 評価基準 ４→よく当てはまる

３→やや当てはまる
２→あまり当てはまらない
１→全く当てはまらない

７ 評 価
＜平均評価点＞

№ 評 価 項 目 本年度 昨年度

１ 学校の教育方針の理解 ３．３０ ３.２６

２ 授業や学習指導の熱心度 ３．３９ ３.４５

３ 授業や課外の時間確保 ３．５３ ３.６３

４ 学力向上の積極的な取組 ３．３０ ３.３０

５ 進路実現への適切な指導 ３．１５ ３.１１

６ 基本的生活習慣指導の確立 ３．１９ ３.２４

７ 交通安全・マナー指導の徹底 ３．０５ ３.１１

８ 教育相談や面談への親身な対応 ３．３３ ３.３３

９ ボランティア活動への奨励 ２．８２ ２.８２

１０ 保健・健康・生命尊重への指導 ３．０５ ３.０７

１１ 行き届いた校内美化の推進 ３．２０ ３.２４

１２ 校内の様子の積極的な情報発信 ３．１０ ２.１７

１３ 子どもの本校入学への満足度 ３．３９ ３.３３

１４ 学校からの配付物の確認 ３．１４ ３.１０

【考察】
項目２と３の授業や課外をはじめとした学習指導の充実については，わずか

ではあるが，評価の数値が下がっている。在籍する生徒の幅広い学力層に対し
て細やかな指導の展開を期待されているものと受け止めている。
項目１の学校の教育方針への理解，項目１２・１４の学校からの情報発信や

連絡等については，昨年度から一定の評価を得られている。なによりも，項目
１３の入学させてよかったとの評価の数値が増加していることを励みとしたい。
今後とも，ＰＴＡを通じて，保護者の方々と連携し，教育活動の充実に向け

て取り組んでいきたい。評価に御協力いただいた保護者の皆様に感謝いたします。



生徒による授業に関するアンケートの集計結果について

生徒による授業に関するアンケートの結果についてお知らせします。

１ 実施期日 平成２８年１２月１４日（月）

２ 対象生徒 悉皆方式（全１・２年生 ４９６名）

３ 評価基準 ４→十分に達成 ３→おおむね達成 ２→やや不十分 １→不十分

４ 評価結果 ４点満点

№ 評 価 項 目
評価平均点

本年度 前年度

１ 始業の前に着席している ３．５９ ３.７０

２ 教科書・教材類の忘れ物をしない ３．３７ ３.２８

３ 宿題や課題等を自力で解いている ３．１３ ３.２３

４ 宿題や課題の提出期限を守っている ２．９５ ３.１２

５ 授業に対して積極的に取り組んでいる ３．０６ ３.１６

６ 予習・復習をして授業の内容理解に努める ２．７７ ２.９９

７ 疑問点があれば積極的に質問する ２．７５ ２.８４

８ 定期考査等には十分な対策をとっている ２．８１ ２.８７

９ 学校では安心・安全に生活できる ３．７６ ３.７７

１０ 学校からの連絡文書は確実に保護者に渡す ３．４４ ３.５２

１１ 鹿屋高校に入学して良かったと思う ３．１９ ３.１６

５ 考察

今年度は，１１の項目中，前年比で－が９項目，＋が２項目という結果。

項目８の「定期考査等には十分な対策をとっている」，項目７の「疑問点があれ

ば積極的に質問する」などについては，前年度同様２点台となっており，引き続き，

生徒自身が率先して自主的に学習に取り組んでいくために、アクティブ・ラーニ

ングの導入などの支援及び指導法の改善を推進していく必要がある。項目１１の

「鹿屋高校に入学して良かった」との声が０．０３ポイントの増加となった。今

後とも，生徒の自己実現を支援する学習環境・生活環境の構築に努めていきたい。


